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酪連だより 
 

乳価について！ 

 本誌４、５月合併号にて本年４月以降の乳価につ

いてお知らせしましたが、その際は乳業メーカーか

らの回答乳価について記載するのを洩らしておりま

したので、遅れましたが本月号をもってお知らせし

ます。 

 

◎乳業メーカーへの申し入れ価格 

1,875 ㎏ 脂肪率 3.2％当り 

（イ）昭和 40年４月～９月まで 80 円 

（ロ）昭和 40年 10 月～昭和 41 年３月まで 75 円 

上記のように本会要求乳価に対して４月13日メーカ

ー側より下記のように、年間を４期に区分した乳価

の申出があった。 

 

◎乳業メーカーからの回答乳価 

（イ）１等乳価格 1,875 ㎏ 脂肪率 3.2％当り 

昭和 40 年４月～５月 69 円 

  〃  ６月～９月 71 円 

  〃  10 月～11月 67 円 

  〃  12 月～41年３月 71 円 

（ロ）２等乳価格 1,875 ㎏当り 30 円 

（ハ）脂肪スライド ㎏当り 80 銭 

 

その後、乳業メーカーと折衝した結果、脂肪スライ

ドについては従来通り㎏当り83銭を支払うことに決

定した。 

 

 

出荷乳量別酪農家戸数調べ！ 

 

 本年２月期に本会が会員の組合員を対象に年間出荷乳量の状況を調査したところ、各会員から 5,456 戸の回

答があった。これは本会々員の酪農家のうち 69％に当る調査となったが、その内容は次のとおりであった。 

 

この調査資料からみると年間出荷乳量１万㎏（約 50 石）以下が 61％、2万㎏（約 100 石）以上が 6.3％

となっており多頭化の方向に進んでいることがみられる。またこの調査農家中極大量に出荷しておるのは

協業経営者と思われる。 

 御承知の通り昨年秋（10 月）から今年３月までの、本会の生乳販売量の伸率は前年比 100％を割る低調

ムードが続いたが、本年４月は 100.8％、５月 102.4％と漸やく上昇傾向を示してきた。夏場の高い乳価の

時期に２等乳防止に努め、生産に励まれるよう望んでおります。 
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高 等 登 録 合 格 

 昭和 31 年以降の高等登録合格牛約 1,800 頭のうちから、各年型による優秀

なものについて一覧表に取纏めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

優 秀 牛 一 覧 表 

なかには全国的にもトップクラスに入るものが含まれており、御参考に供

する次第です。 

 

 


